
　串間市国民健康保険被保険者および宮崎県後期高齢者医療にご加入の方を対象に、温浴施設の利用による健
康増進を図るため、串間温泉いこいの里の温浴施設利用に補助を行っております。令和４年度の利用をご希望
の方は、各窓口（市総合保健福祉センター 5 番窓口・各支所）でお手続きをお願いします。
　今年度は、補助内容を次のように見直しを行います。

　温泉の利用により、次のような健康増進効果が期待
されます。

・�一般的な療養泉の適応症…筋肉もしくは関節の慢性
的な痛みまたはこわばり（関節リウマチ、変形性関
節症、腰痛症、神経痛、五十肩、打撲、捻挫などの
慢性期）、運動まひにおける筋肉のこわばり、冷え
性、末

まっ
梢
しょう

循環障害、胃腸機能の低下（胃がもたれ
る、腸にガスがたまるなど）、軽症高血圧、糖尿病、
軽い高コレステロール血症、軽いぜんそくまたは肺
気腫、痔の痛み、自律神経不安定症、ストレスによ
る諸症状（睡眠障害、うつ状態など）、病後回復期、
疲労回復、健康増進

・�いこいの里の泉質固有の適応症…切り傷、末
まっ

梢
しょう

循環
障害、冷え性、皮膚乾燥症

　また、コロナ禍が長く続き、外出を控えていただく
期間が長くなりました。
　家に閉じこもりがちになると、特に高齢者の方の場
合、フレイルになることが心配されます。フレイルと
は、加齢により、体力が弱くなったり、人とのつなが
りが減って孤独を感じるなど、心と体の働きが弱く
なってきた状態を表します。
　この機会に、温泉の利用を習慣化していただき、健
康増進、フレイル予防に取り組みましょう。
●�窓口＝医療介護課医療保険係☎ 72-0333、 

各支所
●手続きに必要なもの＝保険証
●対象者
・�国民健康保険の被保険者で国民健康保険税を滞納し

ていない世帯の方
・�後期高齢者医療の被保険者で市税などを滞納してい

ない世帯の方

国民健康保険・
後期高齢者医療にご加入の方へ

はり・きゅう・マッサージ施設利用証の新年度の手続きのお知らせ

串間温泉いこいの里温泉利用補助事業の
新年度の手続きおよび補助内容変更のお知らせ

　健康増進のため、はり・きゅう・マッサージの利用
に助成を行います。
●助成内容
・�国民健康保険被保険者…１回あたり１，１００円を助

成。１日に１回、年 ４８ 回まで。
・�後期高齢者医療被保険者…１回あたり１，０００円を

助成。１日に１回、年 ２４ 回まで。

●�窓口 
医療介護課医療保険係（５番窓口）☎ 72-0333、 
各支所

●手続きに必要なもの＝保険証
●対象者
・�国民健康保険の被保険者
・�後期高齢者医療の被保険者

●問い合わせ先＝医療介護課医療保険係　☎ 72 - 0333（内線 513・515）

Bo oks

●串間市立図書館
　☎ 72－1177
●開館＝午前10時〜午後６時
●休館日＝毎週月曜日
●�ＨＰ＝https://www.city.kushima.

lg.jp/library/index.html

図書館に行こう

新刊情報
維新の終曲(岡田 秀文)
風の港(村山 早紀)
眼球達磨式(澤 大知)
コスメの王様(高殿 円)
寂聴さん最後の手紙(瀬戸内 寂聴)
人面島(中山 七里)
センス・オブ・何だあ?(三宮 麻由子)
燕は戻ってこない(桐野 夏生)

　４月23日は「子ども読書の日」
と定められていて、４月23日～
５月12日は「子ども読書週間」と
なっています。そこで図書館で
は、毎年この時期に図書館員が
おすすめする本を紹介したチラ
シを作成し配布しています。今
年も子どもたちにぜひ読んで欲
しい本を選びました。ぜひ図書館
に来て手に取ってみてください。
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「図書館員が�
おすすめする本」

　日本最大の料理コンクールで、
最終審査に残った６人の俊英た
ちが競う。料理のテーマは「10
年ぶりに会った友人との食事」。
45分の闘いを制し、世界に羽ば
たくのは　　? 『小説現代』掲載
を単行本化。

図書館員おすすめの本

　芸術の町ローマで生まれた圭
人は、父親が亡くなったことを
機に母と日本に帰国する。東京
の町をスケッチしていたある日、
圭人はスプレー缶を持ちダイナ
ミックに落書きをしている風変
わりな少女と出会い…。

今月のテーマ展示

「教室はまちがうところだ」
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蒔田 晋治／作、長谷川 知子／絵
　春からの新生活にドキドキしたり不安になったりするたくさんの子どもた
ちに読んでもらいたい本です。間違うことなんかこわくない！

紹介者　柏崎香寿美

拡充 ●利用回数：20回
●１回あたり

　・�4 回まで→無料
　・5回以降→100円助成

（自己負担なし）

令和４年度

●利用回数：36回
●�１回あたり 

100円助成

令和３年度まで
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